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２ 実践事例２＜安全教育＞  

令和元年度「学校安全総合支援事業」 

主体的に行動できる児童生徒の育成を目指す安全教育の推進 

【モデル地域：川越市教育委員会 モデル校：川越市立霞ケ関西小・中学校】 

（市立学校 小学校 32 校、中学校 22 校、特別支援学校 1 校、高等学校 1 校） 

１ はじめに 

  川越市教育委員会では、平成 28年度から、安全教育の質を高めるため、安全教育研修

会を企画し、毎年、その年度に課題とするテーマを精選した上で研修会を実施してきた。

さらに今年度は、本事業の再委託を受け、モデル校を中心に安全教育についての研究を

行った。防災教育については、アドバイザーに慶應義塾大学 准教授 大木聖子氏を招聘

し、専門的な見地のもと様々な取組を実施し、市内での実践事例の共有化を図った。本

事例は、その中の「避難訓練の見直し」についての実践である。 

 
２ 実践事例「避難訓練の見直し」 

 ⑴ 令和元年度 安全教育研修会 

  ① 内容 

  ・防災教育の重要性について 

  ・「避難訓練の見直し」について 

  ・同一校区間での取組の情報共有 

及び今後の改善について 

  ・市内モデル校の取組について 

② 様子等 

  ・同一校区での校種間グループで、 

各校の避難訓練について、大木氏 

の講義の中の視点で協議した。 

・管理職の視点と、安全教育主任の 

視点とで様々な意見が出され、 

各校の実態を振り返るとともに 

今後の課題について考えることのできる研修会となった。 

  ・大木氏に依頼し、避難訓練を計画したり、振り返ったりすることで見直しを図るこ

とのできる「避難訓練実施レポート」の様式を作成した。本研修会では、その活用

方法について説明するとともに、モデル校での活用例についても共有した。 

 

 ⑵「避難訓練実施レポート」を活用した見直し 

  ① 事前 

   避難訓練の説明時等に教職員全員に配布する（訓練ごとに・ショート訓練を含む）。 

その際、「訓練で想定する状況」を一斉に記入する（管理職や安全教育主任が記入し、 

配布している場合もある）。 

② 避難訓練 

    全教職員がそれぞれの立場で、事前に想定したことを念頭に避難訓練に参加する。 

実施日：令和元年 8月 5日（月） 

講 師：慶應義塾大学 准教授 大木聖子氏 

参加者：各校 管理職と安全教育主任（合計 107名） 

 

研修会資料の抜粋（大木聖子氏作成） 
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③ 事後 

   訓練が終了したら「訓練実施後の記入欄」を各自で記入し、全体で共有する。 

 

 ⑶ 成果と課題 

  ① 成果 

  ・“安全教育主任が”行っていた避難訓練が、“みんなで”行う避難訓練に変わった。 

  ・形骸化していた避難訓練が、教職員も児童生徒も意識をもって実施できるように 

なり、新たな課題を見つけ、次に生かせるようになってきている。 

・避難訓練実施後に全教職員からの意見をまとめ、それらを「避難訓練実施レポート」 

に再度記入し直し、次年度以降のマニュアルとして活用している学校もある。 

② 課題 

  ・モデル校での取組を、他校でも実践できるようなシステムの構築を図る必要がある。 

 

３ おわりに 

  モデル校では、次年度以降も川越市の委嘱学校研究指定校に指定し、安全教育の研究

を行っていく。具体的には、各教科や総合的な学習の時間、特別活動等において年間を

通じて指導すべき内容を整理して、学校安全計画に位置付けることにより、系統的・体

系的な安全教育を計画的に実施していく。また、それによる児童生徒への効果を検証分

析し、結果を教育課程の改善につなげていくなど、カリキュラム・マネジメントの確立

を通じて地域の特性や児童生徒の実情に応じた安全教育を推進していく。 

  川越市全体としては、各校の実践がさらに深まるように、モデル校の取組を共有でき

るようにしていきたい。 
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３ 実践事例３＜食に関する指導＞ （三郷市立瑞木小学校） 

令和元年度 埼玉県小・中学校食育指導力向上授業研究協議会 

 研究主題  学び続ける子の育成 

 ～家庭・地域・諸機関との連携を深め、 
  生きて働く食に関する資質・能力を身につけた児童の育成～ 

                 三郷市教育委員会【実践校 三郷市立瑞木小学校】 

 

第２学年２組 学級活動学習指導案 
 

令和２年１月２２日（水）第５校時 教室 

  授 業 者  教    諭  濱﨑 好恵（T1） 

 栄養教諭  齋藤 直子（T2） 

１ 題材名 「おいしかったね！お正月のりょう理」 

学級活動（２）エ 食育の視点を踏まえた学校給食と望ましい生活習慣の形成 

 

２ 題材について 

（１）教材観 

 給食を食べている時、よく厚揚げ、サトイモ等がわからないと児童に質問されることがある。家庭

の食卓に上らないことも多く、伝統的な食材を知らない児童が増えてきている。また、年中行事の話

をしてもわからない児童も増えてきている。テレビで取り上げられたものなどは良く知っているが、

あまり有名でないものは、わからないことが多い。厳密な意味は、大人でもわからなくなってきてい

るものが多くなっている。年中行事は、私たちが祖先から受け継いできた様々な願いがこもった行事

であり、それが、食と密接に結びついている。少しでも、次世代へと継承していけたらと考え、本題

材を設定した。また、季節によって様々な行事があるのだという理解の一助としたい。また、本校に

は、外国籍の児童が多数在籍する。本授業を通して日本という国の理解につなげるとともに、外国籍

の児童の自分たちの国への理解や、私たちのそれぞれの国に対する理解につなげていきたい。 

（２）児童の実態 

本学級は活発な児童が多く、図書館に行くことを好み、好奇心が強く読書が好きな児童が多い。学

習面では、繰り返して取り組む漢字などはあまり得意ではないが、積極的に発表することは得意とし

ている。朝運動には必ず全員参加し、粘り強く取り組む姿が見られる。食に関する面では、野菜が嫌

いな児童が多く、給食時に減らしている児童がいまだに見られる。嫌いなものが少ない児童は、給食

を積極的におかわりすることが多く、２学期は、食缶が空になることが多かった。また、ほとんどの

児童が完食できるようになってきている。 

日常の給食の様子を見ていると、伝統的な食材を知らない児童が多く、厚揚げ、高野豆腐、ひじき

などは見た目で嫌悪感を示し、これは「お豆腐の仲間だよ。」「わかめの仲間だよ。」と説明して初め

ておそるおそる箸をつけている。同様に、季節の祝日や行事は意味が理解されていないことが多く、

機会あるごとに説明をしている。給食でも、季節の「行事食」が出ることがあるが、放送を聞いて意

味を理解することが多い。あるいは、食べた覚えはあるが、いつだかわからないなど、季節と結びつ

いていない児童も多い。 

（３）指導観 

今回は、自分が食べてきたという体験をもとに友だちの話を聞き、さらに関心を高めていきたい。

児童にとっては、お正月は楽しいものという認識があるが、食との結びつきは希薄であるため、その

由来を理解できるように指導していきたい。日頃食べている給食の中にも実は、行事食が含まれてい

ることを伝えてもらい、知らないと思っていた年中行事が自分たちから遠い存在ではないことを理解

することにつなげていきたい。また、自分たちの住む地域には､ 昔から伝わる料理や季節､ 行事にち

なんだ料理があることや、日常の食事は地域の農林水産物と関連していることを理解できるようにし

たい。いろいろな国に行事食はあり、様々な願いのもとに食事がされていることの理解につなげたい。

日本の食文化や食に関わる歴史にふれたり、諸外国の食事の様子を知ったりすることで、 日本や諸

外国の伝統や食文化を大切にするとともに、お互いに尊重できるよう働きかけたい。 
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